
1

2023/７/31 第１回懇談会資料 1

オホーツク海沿岸の
設計津波⽔位検討懇談会

【第１回懇談会】
・設計津波⽔位設定の基本的考え⽅について
・設計津波の⽔位の設定（①〜③）について
・設計津波の⽔位の設定（④）について
・スケジュール（案）

資料ー３



2１．背景
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平成23年3⽉11⽇に発⽣した東⽇本⼤震災による甚⼤な被害を受け、内閣府中央防災会議では、
新たな津波対策の考え⽅、基本的に以下の⼆つのレベルの津波を想定する必要が⽰された。
東北地⽅の沿岸⾃治体をはじめ順次、設計津波の設定・海岸保全施設等の整備が進められている。

「設計津波の対象津波（Ｌ１）」

 発⽣頻度（数⼗年〜百数⼗年）
 住⺠の⽣命、住⺠財産の保護の対象

「最⼤クラスの津波（Ｌ２）」
 発⽣頻度は極めて低い
 施設整備費⽤や、海岸の環境・利⽤に及ぼす影響等の観点から

も、整備の対象とすることは⾮現実的
 住⺠の⽣命を守るため、避難、⼟地利⽤、避難施設、防災施設

などを組み合わせて減災

避難を軸とした総合
的な対策
（ソフト対策）

海岸保全施設等の整
備をメインとした対
策
（ハード対策）

本検討



3
２．北海道の取り組み状況

津波浸⽔想定（L2津波）、設計津波⽔位（L1津波）
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太平洋沿岸
L2︓R03.7 津波浸⽔想定設定・公表
L1︓H25.2 設計津波⽔位設定・公表

オホーツク海沿岸
L2︓R05.02 津波浸⽔想定設定・公表
L1︓R5年度 設計津波⽔位設定（今回の検討）

⽇本海沿岸
L2︓H29.2 津波浸⽔想定設定・公表
L1︓H29.8 設計津波⽔位設定・公表
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３．検討の流れ

設計津波の⽔位の設定⽅法等について
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痕跡高調査や歴史記録・文献等を活用。

十分なデータが得られないときは、シミュレーションを実施しデータを補完。
今後、中央防災会議等において検討が進み、想定地震の規模や対象範囲の見直し等が行われ
た場合は適宜見直すことが必要。

地域海岸ごとに、グラフを作成。
一定の頻度（数十年から百数十年に一度程度）で発生すると想定される津波の集合を選定。

上記で設定した対象津波群の津波を対象に、隣接する海岸管理者間で十分調整を図ったうえで、
設計津波の水位を海岸管理者が設定。
※堤防等の天端高は、設計津波の水位を前提として、環境保全、周辺景観との調和、経済性、維持管理の容

易性、施工性、公衆の利用等を総合的に考慮して海岸管理者が適切に設定。

②過去に発生した津波の実績津波高さの整理

③シミュレーションによる津波高さの算定

④設計津波の対象津波群の設定

⑤「設計津波の水位」の設定

①設計津波の設定単位

 設計津波は、地域海岸ごとに設定することを基本。
 【地域海岸】 沿岸域を「湾の形状や山付け等の自然条件」等から勘案して、

一連のまとまりのある 海岸線に分割したもの

今回の懇談会での検討項⽬
⽅針︓仮設定はL2津波での検討を基本とする

⽅針︓太平洋及び⽇本海沿岸と同じ考え⽅である
道独⾃の累積発⽣確率による対象群の設定

⽅針︓太平洋及び⽇本海沿岸と同じ⼿法を適⽤し、
対象沿岸域へ回り込む津波を対象に選定

（海岸４省庁通知H23年７⽉８⽇）
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4．具体的な検討

設計津波の⽔位の設定⽅法等について（海岸４省庁通知H23年７⽉８⽇）
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痕跡高調査や歴史記録・文献等を活用。

十分なデータが得られないときは、シミュレーションを実施しデータを補完。
今後、中央防災会議等において検討が進み、想定地震の規模や対象範囲の見直し等が行われ
た場合は適宜見直すことが必要。

地域海岸ごとに、グラフを作成。
一定の頻度（数十年から百数十年に一度程度）で発生すると想定される津波の集合を選定。

上記で設定した対象津波群の津波を対象に、隣接する海岸管理者間で十分調整を図ったうえで、
設計津波の水位を海岸管理者が設定。
※堤防等の天端高は、設計津波の水位を前提として、環境保全、周辺景観との調和、経済性、維持管理の容

易性、施工性、公衆の利用等を総合的に考慮して海岸管理者が適切に設定。

②過去に発生した津波の実績津波高さの整理

③シミュレーションによる津波高さの算定

④設計津波の対象津波群の設定

⑤「設計津波の水位」の設定

①設計津波の設定単位

 設計津波は、地域海岸ごとに設定することを基本。
 【地域海岸】 沿岸域を「湾の形状や山付け等の自然条件」等から勘案して、

一連のまとまりのある 海岸線に分割したもの

⽅針︓仮設定はL2津波での検討を基本とする
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05

06 07 「岬、崖地、海岸線の向き、
湾の形状や⼭付け等の⾃然
条件」

 「⽂献や被災履歴等の過去
に発⽣した津波の実績津波
⾼さ及びシミュレーション
の津波⾼さ」

※同⼀の津波外⼒を設定しうる
と判断される⼀連の海岸線に分
割したものを設定

4.①設計津波の設定単位
地域海岸区分（仮設定）

仮設定はL2津波での検討を基本とする。
地域海岸の設定の考え⽅

※津波浸⽔想定の設定の⼿引き
（国交省、2023）
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十分なデータが得られないときは、シミュレーションを実施しデータを補完。
今後、中央防災会議等において検討が進み、想定地震の規模や対象範囲の見直し等が行われ
た場合は適宜見直すことが必要。

地域海岸ごとに、グラフを作成。
一定の頻度（数十年から百数十年に一度程度）で発生すると想定される津波の集合を選定。

上記で設定した対象津波群の津波を対象に、隣接する海岸管理者間で十分調整を図ったうえで、
設計津波の水位を海岸管理者が設定。
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②過去に発生した津波の実績津波高さの整理

③シミュレーションによる津波高さの算定

④設計津波の対象津波群の設定

⑤「設計津波の水位」の設定

①設計津波の設定単位

 設計津波は、地域海岸ごとに設定することを基本。
 【地域海岸】 「湾の形状や山付け等の自然条件」等から勘案して、一連のまとまりのある 海岸線に分割したもの

4．具体的な検討
設計津波の⽔位の設定⽅法等について（海岸４省庁通知H23年７⽉８⽇）
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https://tsunami‐db.irides.tohoku.ac.jp/tsunami/

津波痕跡データベース（津波痕跡高・津波堆積物） ⽂献・被災履歴
津波実績の整理

■抽出に使⽤⽂献等

○「⽇本被害津波総覧【第2版】
（渡辺偉夫、東京⼤学出版）」

○「津波痕跡データベース」（東北⼤学）
○「⽇本海溝・千島海溝沿いの巨⼤地震モ

デル検討会（内閣府）」
〇 （地独）北海道⽴総合研究機構

エネルギー・環境・地質研究所
調査研究報告書

4.②過去に発⽣した津波の実績津波⾼の整理
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津波名 A B C D X Z 総計

1918千島列島ウルップ島東方沖地震津波 1 1 1 3

1958エトロフ島沖地震津波 2 4 6

1960チリ地震津波 3 1 4

1963エトロフ島沖地震津波 2 1 3

1964アラスカ地震津波 2 2

1968十勝沖地震津波 1 1

1969北海道東方沖地震津波 4 1 5

1973根室半島沖地震津波 4 2 4 10

1975北海道東方沖(色丹島沖)地震津波 3 3

1983日本海中部地震津波 4 2 6

1993北海道南西沖地震津波 4 1 2 4 11

1994北海道東方沖地震津波 5 1 6

2006千島列島東方沖地震津波 6 6

2007千島列島東方沖地震津波 4 4

2011東北地方太平洋沖地震津波 2 2

総計 45 5 4 1 0 17 72

4.②過去に発⽣した津波の実績津波⾼の整理
○「津波痕跡データベース」（津波痕跡⾼情報・堆積物情報）

痕跡信頼度の指標

北海道オホーツク海沿岸域の津波痕跡⼀覧

データ整理⽅針
・信頼度A、Bを採⽤（信頼度低は不採⽤）。
・海岸線付近の痕跡を採⽤。
・痕跡⾼さT.P.基準のデータが無いため、⽂献記載の

痕跡⾼にて整理。
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4.②過去に発⽣した津波の実績津波⾼の整理

・信頼度A、B（痕跡パターン︓浸⽔⾼、全振幅含む）
・海岸線付近の痕跡
・痕跡⾼さT.P.基準のデータが無いため、⽂献記載の

痕跡⾼にて整理。
・痕跡記録は、港に点在

※痕跡位置が重なっているため、凡例⽂字を表⽰

網⾛港

紋別港

枝幸港
c,m,n,o

b,c,d,e,g,j,k,m
a,b,c,d,e,f,g,h,i,
j,k,l,m,n,o

宇登呂漁港
l

オホーツク海沿岸における過去津波の痕跡は、港湾・漁港の検潮所のみで、陸域への浸⽔による津波の痕跡記録はない。
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今後、中央防災会議等において検討が進み、想定地震の規模や対象範囲の見直し等が行われ
た場合は適宜見直すことが必要。

地域海岸ごとに、グラフを作成。
一定の頻度（数十年から百数十年に一度程度）で発生すると想定される津波の集合を選定。

上記で設定した対象津波群の津波を対象に、隣接する海岸管理者間で十分調整を図ったうえで、
設計津波の水位を海岸管理者が設定。
※堤防等の天端高は、設計津波の水位を前提として、環境保全、周辺景観との調和、経済性、維持管理の容

易性、施工性、公衆の利用等を総合的に考慮して海岸管理者が適切に設定。

②過去に発生した津波の実績津波高さの整理

③シミュレーションによる津波高さの算定

④設計津波の対象津波群の設定

⑤「設計津波の水位」の設定

①設計津波の設定単位

 設計津波は、地域海岸ごとに設定することを基本。
 【地域海岸】 沿岸域を「湾の形状や山付け等の自然条件」等から勘案して、

一連のまとまりのある 海岸線に分割したもの

4．具体的な検討
設計津波の⽔位の設定⽅法等について（海岸４省庁通知H23年７⽉８⽇）

⽅針︓太平洋及び⽇本海沿岸と同じ⼿法を適⽤し、
対象沿岸域へ回り込む津波を対象に選定
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地震調査研究推進本部の評価対象海域区分

北海道オホーツク海沿岸本検討の地域

太平洋及び⽇本海沿岸と
同じ⼿法を適⽤し、
対象沿岸域へ回り込む津波を
対象に設計津波対象を選定し、
検討する⽅針。

⽅針

4.③設計津波の対象津波群の設定

太平洋沿岸
L1︓H25.3 設計津波⽔位設定・公表

⽇本海沿岸
L1︓H29.3 設計津波⽔位設定・公表
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4.③シミュレーションによる津波⾼さの算定
北海道周辺の過去津波および想定津波
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北海道周辺の過去津波および想定津波 検討に⽤いる対象津波

⽇本海沿岸は、⻘森県⻄⽅沖（⽇本海中部地震）以北、
太平洋沿岸は、千島海溝沿いの地震（根室沖以東）を対象とする。
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過去津波 津波断層モデル 備考

根室半島沖 中央防災会議モデル（H18）
痕跡記録は、漁港・港湾に数点と沿岸
部に津波⾼のデータがほとんどないた
め、補完シミュレーションを実施

北海道東⽅沖 ⾼橋ら（1995）

千島列島東⽅沖 伊尾⽊・⾕岡（2009）

4.②過去に発⽣した津波の実績津波⾼の整理
4.③シミュレーションによる津波⾼さの算定

14

過去津波のシミュレーションによる津波⾼の整理

既往想定津波のシミュレーションによる津波⾼の整理
想定津波 津波断層モデル 備考

⾊丹島沖 中央防災会議（H18） 東⽅沖の地震津波に相当

択捉島沖 中央防災会議（H18） 択捉島沖の地震津波に相当

根室沖・釧路沖 中央防災会議（H18） 根室半島沖の地震津波に相当

千島海溝モデル 中央防災会議（R02.4） ⼗勝・根室沖①、②、③

⽇本海モデル 国交省（H26.9） ⽇本海における⼤規模地震に関する調査検討
会（H26.9）

紋別沖モデル 北海道モデル（R05.2）
北海道オホーツク海の津波浸⽔想定モデル

網⾛沖モデル 北海道モデル（R05.2）
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4.③シミュレーションによる津波⾼さの算定
過去津波のシミュレーションによる津波⾼の整理（試計算結果︓津波伝播動画）

15
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千島列島東⽅沖

北海道東⽅沖

根室半島沖

択捉島沖

稚内市

猿払村 枝幸町浜
頓
別
町

興
部
町

雄武町

斜⾥町網⾛市
北⾒市

佐
呂
間
町

湧
別
町

紋
別
市

宗⾕岬

知床岬計算結果 痕跡記録

4.③シミュレーションによる津波⾼さの算定
過去津波のシミュレーションによる津波⾼の整理
既往想定津波のシミュレーションによる津波⾼の整理
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H26.9国交省モデル

4.③シミュレーションによる津波⾼さの算定
過去津波のシミュレーションによる津波⾼の整理
既往想定津波のシミュレーションによる津波⾼の整理

⽇本海側からの回り込む
沿岸の津波⽔位分布
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4.③シミュレーションによる津波⾼さの算定
過去津波のシミュレーションによる津波⾼の整理
既往想定津波のシミュレーションによる津波⾼の整理

オホーツク海および
太平洋側から回り込む
沿岸の津波⽔位分布
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今後、中央防災会議等において検討が進み、想定地震の規模や対象範囲の見直し等が行われ
た場合は適宜見直すことが必要。

地域海岸ごとに、グラフを作成。
一定の頻度（数十年から百数十年に一度程度）で発生すると想定される津波の集合を選定。

上記で設定した対象津波群の津波を対象に、隣接する海岸管理者間で十分調整を図ったうえで、
設計津波の水位を海岸管理者が設定。
※堤防等の天端高は、設計津波の水位を前提として、環境保全、周辺景観との調和、経済性、維持管理の容

易性、施工性、公衆の利用等を総合的に考慮して海岸管理者が適切に設定。

②過去に発生した津波の実績津波高さの整理

③シミュレーションによる津波高さの算定

④設計津波の対象津波群の設定

⑤「設計津波の水位」の設定

①設計津波の設定単位

 設計津波は、地域海岸ごとに設定することを基本。
 【地域海岸】 沿岸域を「湾の形状や山付け等の自然条件」等から勘案して、

一連のまとまりのある 海岸線に分割したもの

4．具体的な検討
設計津波の⽔位の設定⽅法等について（海岸４省庁通知H23年７⽉８⽇）

⽅針︓太平洋及び⽇本海沿岸と同じ考え⽅である
道独⾃の累積発⽣確率による対象群の設定
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平均発⽣間隔と累積発⽣確率を⽤いた算定
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地域海岸毎に、横軸に「津波の発生年」、縦軸に「津波高さ」をとるグラフを作成する。
一定の頻度（数十年から百数十年）で発生が想定される津波の集合を設計津波の水位設定のための対象津波群と
して設定する。

※設計津波の水位の設定方法等について （海岸４省庁 平成２３年７月８日）

設計津波の対象津波群の設定方針

⼀定の頻度の津波を選定するにあたり、過去
津波、想定津波のそれぞれについて、津波⾼
の⾼い⽅から順に発⽣確率（地震の平均発⽣
間隔の逆数）を⾜し合わせていき、累積した
発⽣確率が1/150程度以上となる過去津波及び
平均発⽣間隔が1/150程度以上となる想定津波
を設計津波の対象津波群（L1）と設定する考
え⽅。

《北海道独⾃の考え⽅》

出典：設計津波の水位の設定方法等について
（海岸４省庁 平成２３年７月８日）

太平洋及び⽇本海沿
岸と同じ考えを適⽤
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太平洋沿岸「日本海溝・千島海溝」
○津波タイプ

【海溝型地震に伴う津波】
○平均発生間隔

100年程度
（繰り返し発生する）

日本海沿岸 「日本海東縁部」
○津波タイプ

【海域活断層の地震に伴う津波】
○平均発生間隔

５00年～6000年
（いつ発生するかは不明）

地震調査研究推進本部の評価対象海域区分

海溝型地震の⻑期評価概要および
平均発⽣間隔

⽇本海東縁部の⻑期評価概要
および平均発⽣間隔

【地域特性】
海溝型地震で周期性がある

【地域特性】
海域の活断層が複雑に⾛る

北海道オホーツク海沿岸本検討の地域
太平洋及び⽇本海沿岸と同じ⼿法を適⽤し、
対象沿岸域へ回り込む津波を対象に設計津波
対象を選定し、検討する⽅針。

4.④設計津波の対象津波群の設定
地震調査研究推進本部の評価海域区分と平均発⽣間隔の活⽤
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参考︓北海道周辺の地震履歴（1919〜2022）
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M9
M9‐M8
M8‐M7
M7‐M6

2011.3 東北地⽅太平洋沖地震

1933.3 昭和三陸地震

1952.3 ⼗勝沖
2003.9 ⼗勝沖

1994.10 北海道東⽅沖

1958 択捉島南東沖
1963 択捉島南東沖

2007
千島列島東⽅沖

1940
北海道⻄⽅沖

1993
北海道南⻄沖

1983
⻘森県⻄⽅沖

1983
⽇本海中部

1964
新潟沖

1956 網⾛沖

地震の発⽣⽇時 ︓ 1919/01/01 00:00 〜 2022/08/31 23:59
地震の規模 ︓ Ｍ 6.0 以上
震源の深さ ︓ 0km 以上、80km 以下

気象庁︓震度データベース
https://www.data.jma.go.jp/svd/eqdb/data/shindo/index.html#19240111225350

オホーツク海沿岸域は、地
震活動が少なく、当該期間
において、津波を伴うM7以
上の地震履歴は無し。

22
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4.④設計津波の対象津波群の設定
平均発⽣間隔について
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【⽇本海沿岸】
⽇本海東縁部の⻑期評
価（H15.6）に基づき、
H29.2道検討委員会に
て平均発⽣間隔を設定

【太平洋沿岸】
H25.3の設定・公表後に、
千島海溝沿いの⻑期評価改定。
（H29.12）

【オホーツク海沿岸】
当該海域における⻑期評価
や国による新たな津波断層
モデルの検討の予定無し

H29.2を採⽤
最新の⻑期評価に基づく
発⽣間隔を設定

当該海域の地震履歴から
G‐R則に基づき発⽣間隔を算定
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出典︓千島海溝沿いの地震活動の⻑期評価（第三版）に加筆

4.④設計津波の対象津波群の設定
太平洋海沿岸の地震調査研究推進本部の評価対象の平均発⽣間隔

【⻑期評価（H29.12）第三版】

太平洋沿岸



25

2023/７/31 第１回懇談会資料 25

千島海溝モデルの平均発⽣間隔は、
340年〜380年の中間の
360年と設定。

出典︓千島海溝沿いの地震活動の⻑期評価（第三版）

4.④設計津波の対象津波群の設定
太平洋海沿岸の千島海溝モデルの平均発⽣間隔

太平洋沿岸


